
次世代担い手の掘り起こし

令和８年２月２０日

平石地区自治会連合会

・祭りを通じた
「つながる ひろがる 自治会の輪」事業について

・「自治会カムバック」事業について



◎ 鬼怒川右岸に田畑が広がる田園地帯であり，米やトマト，
梨などの生産が盛んな地域

◎ 明治２２年市町村制の施行 → 平石村誕生
⇒ 平石村の名称は，旧平出村と石井村の頭文字

◎ 昭和２９年市町村合併 → 宇都宮市に編入合併

◎ 自治会構成 ２０自治会（令和８年１月現在）
・ 平出町 （中平出，免の内，東組，東組東，北組，本郷北組，

広町，関口，鶉内，上滝，若杉）

・ 柳田町 （下柳田南，下柳田北，上柳田）

・ 下平出町（前表，今宿，三井寺，山下，馬場尻，北原小原）

1 平石地区の概要



平石地区シンボルマーク
「ひらり」

下柳田の天棚

平石北小学校出身

若ノ勝関
十両 初優勝！

平石地区の農産物など



◎ 地域の特徴
平石地区内の土地の多くが市街化調整区域に指定されており，新たに分譲することが難しい。

２ 地域の現状と課題

人口増が難しい⇒少子高齢化⇒地域活動の担い手不足

◎ 単位自治会
・ 自治会員数の減少が続いている。
・ ２０自治会のうち，自治会長の約６割が１年交代

住民の関係性が希薄化

コロナ禍時の地域活動の停滞 住民意識の変化



地域住民が参加しやすい「祭り」を通じて，人的交流・共同作業等の機会を創出
自助・共助の意識向上を図るとともに，関係性の充実及び自治会加入を促進

３ 取組事例①

祭りを通じた「つながる ひろがる 自治会の輪」事業

目的

概要 宮祭り５０周年に合わせ，地域住民を対象に「梵天祭り」を開催するため，
「梵天作り」，「ふるさと宮まつりへの出展」の取組を実施

取組 ７月 参加者を募集し，「梵天作り」，企画等の共同作業を通じ，交流を活性化
８月 製作した「梵天」をふるさと宮まつりで披露

⇒ 担ぐ楽しさ，祭りへの参加による充実感・達成感を醸成
⇒ 自治会の輪をつなぐ・ひろげる機会を創出
⇒ 自助・共助の理解を深め，楽しめる自治会活動の定着・継続



祭りを通じた
「つながる ひろがる 自治会の輪」事業

３ 取組事例①



地域活動・まちづくりの根幹となる地域住民の担い手不足や高齢化などに伴い，
自治会加入世帯の減少が見られることから，自治会未加入者・退会者に対して

加入促進活動を実施し，地域住民の一体感やまちづくりへの機運醸成・創出につ
なげるもの

自治会カムバック事業

目的

概要
チラシ・ポスター掲示等による自治会加入促進の取組
自治会未加入者・退会者へのアンケートの実施 など

取組
１月 チラシ・ポスター掲示 → 自治会，地域内交通協賛事業者など

自治会未加入者・退会者へのアンケート配付
２月 アンケートの集計・分析
３月 アンケート結果の情報共有（自治会連合会，まちづくり協議会など）

４ 取組事例②

各種地域団体等が一丸となって自治会加入促進の取組を推進



４ 取組事例② 自治会カムバック事業




